
特徴
● 敷設する地盤と受圧板の不陸は現場により異なるが、不陸幅最大200mmに対応
● ポリエステル長繊維不織布を使用することにより、凹凸面への耐久性を向上
● 長繊維不織布はタフネス（高張積）、引裂協力、破壊力が大きいため破れにくいです
● ポリエステルなので耐候性、耐水性、耐熱性にも優れています
● 多種多用による受圧板の大きさ、形状にも対応
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品     名 上下部布（TSー600B）
055)2m/g(量重

スクエアータイプ（マチ無） スクエアータイプ（マチ有）

セミスクエアータイプ（マチ有）セミスクエアータイプ（マチ無）
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不陸調整マット標準歩掛 （アンカー注入打設工の編成人員に順ずる）

① 編成人員

② 設置枚数
設置条件（適用条件1）

設置条件（適用条件2）

・不陸調整マットの大きさは幅とし、円形は直径とする
・不陸調整マットの設置に止め具の設置等が必要な場合は
 適用条件2を適用する
・法面勾配 1:0.8以上については 割増し係数を1.2とする

③セメントミルクの注入 （10m3当）
人
人
人
％

・諸経費は、グラウトミキサ、グラウトポンプ、水中ポンプ
 サンドポンプ、水槽、発電機の費用であり、労務費の合計額に
 上記の率を乗じた金額である。

④セメントミルクの注入量
 セメントミルクの注入量は（V）は、次式により算出する

V ＝ A × ｔ × （ １＋Ｋ ）
Ａ： 受圧板の面積（m2）
ｔ：不陸の平均厚さ（ｍ）
K ：注入量のロス率（０．０５）

⑤セメントミルクの配合例
ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ（C）

重量配合比
1m3当たり配合

世話役（土木一般）
特殊作業員
普通作業員

諸経費

3.3
3.3
6.6
20

10.0 9.0 8.0

 W  ＜  1,500
20.0

1,500 ≦ W ＜ 2,000
18.0

2,000  ≦  W 
16.0

世話役
1.0

特殊作業員
1.0

普通作業員
2.0

混和剤
C × ( 0.2～1.5% )

1,230kg
1.0

水
0.5～0.55

615 ～ 671 L

 W  ＜  1,500 1,500 ≦ W ＜ 2,000 2,000  ≦  W 



不陸調整マットの敷設

不陸調整マット
材料の受入・地上での展開

注入パイプの取付

所定場所への
不陸調整マット設置

受圧板の取り付け

アンカーの仮緊張

不陸調整マットへの

不陸調整マットグラウトの

アンカー本緊張

不陸調整マットに設置された注入口を確認し
上下の確認を行う

注入パイプは、不陸調整マットに設置されている
注入口から注入パイプを0.5m程度挿入し、漏れな
いように拘束する。

穴あきベルトの目付けを利用してマットを所定
の位置に正確に設置する。

受圧板を吊り上げた状態でアンカーの仮緊張が
望ましい。仮緊張では注入パイプをつぶさない
ように十分注意する。

マットへの注入圧は０．１Mpa 程度とし目視で
確認しながら注意して注入する。

養生は1日以上とする。

注入により受圧板の傾きが発生するようで
あれば、傾き防止の抑えの設置を検討する

養生

グラウト注入
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